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¨ 小児がん

2013期 5日

公益財団法人 がんの子ともを守る会

/

o小暇び々 隻リ
/子どもにおこる悪性腫瘍 (「がん」や「肉腫」)を
総称して「小児がん」といいます。

/日本では年間約2,000人 の子どもたちが、
あらたに小児がんと診断されています。

″ らの原因は明ら力1でな′,c~と力吠″かです
少なくとも明らかな根拠もな<「こともが悪い子だつたか
ら」「両親が適切に育てなかったから」「家系に問題がある
から」などと考えることは、科学的に不適当であるとともに、
子ともが病気を克服するために何らの効果もありません。
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《Э本ハ1子性屯2__     9?
/発 症率が違います

大人に比べ、子どものがんの発症はとても少ない。
大人 約70万人/年  子ども 約20∞ 人/年

/種 類が違います⇒「癌」と「がん」
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成長やそれに伴う環境の変化に応じて、

関わる人たちの理解や支援が必要

《1小帰び々の子どもの学習
〃励 %a鬱 獅 野 は斃 〃 魂 り その後の生活

学齢期に入院生活を洪ると…

院内学級はあるものの、教育を受けるには転籍。
私立、高等学校は更に壁が。

⇒ 義務教育期間が国の範疇。

短い入院を繰り返すと…

転校手続きが間に合わず、学習の機会を逃すこと
もある。少数ながら、病気を理由に学校行事や、
場合によっては入学を断られることも。

★早期に診断して治せる小児腫瘍はきわめて少ない。
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《D大人1子ダ理理「がん」は違うの?

/進行しているがんでも、治すことができる場合が多
いのです。

/現在、約70%の患者さんが治るようになってきて
います。 (30年前は約10%の治癒率)
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「子ども」・「がん」・「難病」
/小児慢性特定疾患事業
/特定疾患治療研究助成事業
/医療費控除
/高額療養費
/特別児童扶養手当/障害児福祉手当
/各種手帳 (身体障害者、精神障害者等)

/他、民間財団や基金などの制度
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小児がんになると…

/治療の副作用
強い治療のため

/容姿の変化
脱毛、眼球の摘出、四肢の切断など

/家族の二重生活 (治療期間が1年…など)

遠方の病院での治療も多い
/学校など就学の問題
/結婚、出産などの問題
/進学や就職などのF・5題
/経済的な問題

など…→病気■こな つつ l夕以 上
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⑬ どん弯逍電こ製
/集学的治療

/手術などの外科的治療
/放射線治療
/イヒ学療法

/つらく厳 しい治療
/目」作用 :吐き気。発熱・脱毛。免疫力の低下
/容姿の変イじ:眼球摘出・切断なども
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